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   書 記  䭜   義幸     書 記  䭜川   真 

 

議事日程 

         諸般の報告 

      第１ 会議録署名議員の指名 

      第２ 会期の決定 

      第３ 議第６９号から議第９３号まで一括上程 

         （令和３年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 他２４件） 

          提案理由説明 

      第４ 決算特別委員会の設置及び委員の選任 

         諸般の報告（決算特別委員会の正副委員長の互選結果の報告） 

市長提出議案 

     議第６９号 令和３年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 

     議第７０号 令和３年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

     議第７１号 令和３年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

     議第７２号 令和３年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

     議第７３号 令和３年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

     議第７４号 令和３年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

     議第７５号 令和３年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

     議第７６号 令和３年度野洲市水道事業会計決算の認定について 

     議第７７号 令和３年度野洲市下水道事業会計決算の認定について 

     議第７８号 令和３年度野洲市病院事業会計決算の認定について 

     議第７９号 令和４年度野洲市一般会計補正予算（第９号） 

     議第８０号 令和４年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 
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     議第８１号 令和４年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

     議第８２号 令和４年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第８３号 令和４年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第８４号 令和４年度野洲市工業団地等整備事業特別会計補正予算（第１号） 

     議第８５号 令和４年度野洲市病院事業会計補正予算（第３号） 

     議第８６号 野洲市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

     議第８７号 野洲市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の一部を改正す

る条例 

     議第８８号 野洲市老人福祉医療費助成条例の一部を改正する条例 

     議第８９号 野洲市景観条例の一部を改正する条例 

     議第９０号 工事請負契約について（市営住宅永原第２団地４号棟新築（建築

主体）工事） 

     議第９１号 令和３年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

     議第９２号 令和３年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

て 

     議第９３号 令和３年度野洲市病院事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（荒川泰宏君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから令和４年第５回野洲市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

 出席議員は１８人全員であります。 

 本日の議事日程は既に配付いたしました議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職、氏名は、タブレットに掲載の

文書のとおりです。 

 次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、第３１期野洲市湖岸開発株式

会社事業報告書及び財務諸表並びに第３２期野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務
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諸表を配付とともに、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基

づき、健全化判断比率及び資金不足比率の報告がそれぞれ市長から提出され、お手元に配

付しておきましたので、ご確認願います。 

 （日程第１） 

○議長（荒川泰宏君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、第５番、木下伸一議員、第６番、

津村俊二議員を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（荒川泰宏君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２９日までの３１日間にいたしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（荒川泰宏君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２９日まで

の３１日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、タブレットに掲載の会期日程のとおりであり

ます。 

 （日程第３） 

○議長（荒川泰宏君） 日程第３、議第６９号から議第９３号まで、令和３年度野洲市一

般会計歳入歳出決算の認定について他２４件を一括議題といたします。 

 遠藤事務局長が議案を朗読いたします。 

 遠藤局長。 

○議会事務局長（遠藤総一郎君） 朗読いたします。 

 議第６９号令和３年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について他決算認定９件。 

 議第７９号令和４年度野洲市一般会計補正予算（第９号）他補正予算６件。 

 議第８６号野洲市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例他条例改正３件。 

 議第９０号工事請負契約について（市営住宅永原第２団地４号棟新築（建築主体）工事）

他その他案件３件。 

 以上です。 

○議長（荒川泰宏君） 議案の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求めま
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す。 

 栢木市長。 

○市長（栢木 進君） 議員の皆さん、おはようございます。 

 本日ここに、令和４年第５回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様

には全員出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 それでは、今議会に提案いたします議案についてご説明申し上げます。 

 本定例会におきましては、議案としまして、令和３年度決算の認定１０件、補正予算７

件、条例の改正４件、その他４件の合計２５件を提案いたしますので、ご審議をよろしく

お願いいたします。 

 それでは、議第６９号から議第７８号までの令和３年度各会計決算の認定についてご説

明申し上げます。 

 まず、議第６９号野洲市一般会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算額は２５６億

７，１００万３，８０８円、歳出決算額は２４６億９，５８９万８，８７１円で、歳入歳

出差引額は９億７，５１０万４，９３７円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の２，７９

５万２，０００円を控除した実質収支額は９億４，７１５万２，９３７円となりました。 

 令和３年度一般会計決算の特徴を申し上げますと、令和２年度に引き続き、新型コロナ

ウイルス感染症の影響に対応するため、国による緊急経済対策が実施され、前年度比較で

は減少するものの、非常に大型な決算規模となっております。 

 歳入では、個人市民税及び法人市民税が減少したものの、事業者の投資が堅調であった

ことから固定資産税が増収となり、市税全体としては微増となりました。また、寄附金に

ついては、返礼品を活用したふるさと納税を開始したところ大きな反響をいただき、大幅

な増収となりました。ただ、歳入総額としては、令和２年度に実施した特別定額給付金事

業の影響により国庫支出金が大幅に減少したことで減額となりました。 

 歳出では、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用

事業により、中小、小規模事業者等への支援、生活困窮者支援などにポイントを置いた事

業に取り組むとともに、子どもの通院医療費に係る福祉医療費助成対象を小学３年生まで

に拡充し、子育て世代の経済的負担の軽減を図るなど、きめ細やかな施策を推進してきた

ところであります。 

 決算総額としては、前年度比で約３８億１，５５６万円の増額となりました。 

 次に、議第７０号野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入
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決算額は４９億４６０万９，４２０円、歳出決算額は４８億７１８万１２１円で、歳入歳

出差引額は９，７４２万９，２９９円となりました。 

 なお、歳出の保険給付費について、令和２年度決算において新型コロナウイルス感染症

の影響による医療機関の受診控えから支出額が減少したものの、令和３年度においては、

令和元年度以前の水準に戻った状況となっております。 

 次に、議第７１号野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決

算額は６億６，２６８万８，７７０円、歳出決算額は６億４，５７２万５，４６８円で、

歳入歳出差引額１，６９６万３，３０２円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち、１，５８８万３，５０８円につきましては、令和４年度に繰

り越して滋賀県後期高齢者医療広域連合へ納付すべき保険料相当額となっております。 

 次に、議第７２号野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算

額は４５億９，９８６万９，３５３円、歳出決算額は４２億５，１９７万３０３円で、歳

入歳出差引額は３億４，７８９万９，０５０円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち、１億４，５１５万２，０００円については、国庫支出金負担

金等の精算及び一般会計への繰り出しによる返還予定額となっています。 

 次に、議第７３号野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算

額は３，７６５万３，９９７円、歳出決算額は３，４７７万９，０７３円で、歳入歳出差

引額は２８７万４，９２４円となりました。 

 次に、議第７４号野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算につきましては、

歳入決算額は５，５５４万６０３円、歳出決算額は５，４４１万２０７円で、歳入歳出差

引額は１１３万３９６円となりました。 

 次に、議第７５号野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳

入決算額は６億９９１万４，７３５円、歳出決算額は６億９８２万７，５２２円で、歳入

歳出差引額は８万７，２１３円となりました。 

 次に、議第７６号野洲市水道事業会計決算につきましては、まず収益的収入及び支出で

すが、収入決算額が１０億４，２４８万９，５４４円に対し、支出決算額が９億１，７８

８万５，５８４円で、収支差引額は１億２，４６０万３，９６０円の黒字決算となりまし

た。 

 独立採算制の趣旨に沿った運営合理化に努め、将来の更新需要に備えた堅実な経営によ

るものと見ています。 
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 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が４億４，８３４万９，８００

円に対し、支出決算額が７億７，４８２万２，２１５円で、不足額の３億２，６４７万２，

４１５円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び建

設改良積立金で補てんをしたものです。 

 次に、議第７７号野洲市下水道事業会計決算につきましては、まず収益的収入及び支出

ですが、収入決算額が１８億７２１万６，２０５円に対し、支出決算額が１５億８，６０

４万２，２８６円で、収支差引額は２億２，１１７万３，９１９円の黒字決算となりまし

た。 

 水道事業と同様、独立採算制の趣旨に沿った運営合理化に努め、将来の更新需要に備え

た堅実な経営によるものと見ています。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が２億３，０７０万５，９００

円に対し、支出決算額が８億３，６６２万６，０６９円で、不足額の６億５９２万１６９

円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損

益勘定留保資金及び減債積立金で補てんをしたものです。 

 次に、議第７８号野洲市病院事業会計決算につきましては、まず収益的収入及び支出で

すが、収入決算額が４３億８，７７４万１，１７３円に対し、支出決算額が３１億２，４

８０万７，１３８円で、収支差引額は１２億６，２９３万４，０３５円の黒字決算となり

ました。 

 令和３年度においても、令和年２年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を

受ける中、国県補助金を活用しながら、堅実な経営に努めたことが主な要因と見ています。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が５億１，２５６万９，０００

円に対し、支出決算額が５億６，０５４万９，０３７円で、不足額４，７９８万３７円に

ついては、消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資金で補て

んをしたものです。 

 以上、議第６９号から議第７８号までの令和３年度各会計決算の説明とさせていただき

ます。 

 次に、議第７９号から議第８５号までの令和４年度一般会計補正予算、特別会計補正予

算についてご説明申し上げます。 

 まず、議第７９号令和４年度野洲市一般会計補正予算（第９号）につきましては、歳入

歳出予算それぞれに１８億１，５６４万３，０００円を増額するものです。 
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 歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 

 総務費では、基金積立費について、令和３年度一般会計決算剰余金を地方財政法第７条

第１項の規定に基づき２分の１以上、財政調整基金に積み立てるため、４億８，０００万

円を増額します。ふるさと納税推進事業費については、寄附額が当初予算計上額より大き

く上回る見込みであることから、これに係る経費として２億９，０３０万円を増額します。 

 民生費では、コミュニティバス運行費について、市内路線バスの運行に係る燃料費高騰

の負担軽減及び経営継続支援として５００万円の追加を、児童対策推進事業費について、

子ども・子育て支援交付金等の精算に伴う国庫支出金の返還金１，４２６万４，０００円

を追加します。 

 衛生費では、市立病院整備推進事業費について、市立野洲病院において現施設の改修工

事等に係る出資金１，３２５万円の増額を、新型コロナワクチン接種事業について、この

秋に想定される追加接種に係る経費１億６，５７８万８，０００円を追加します。 

 農林水産業費では、農業及び水産業において燃料等の高騰に伴う対策費１，８９３万３，

０００円を追加します。 

 土木費では、道路新設改良工事費について、妙光寺地先の砂川廃川敷跡に計画する市道

法線を確定するための設計委託料４９万５，０００円を追加します。 

 消防費では、避難所での感染症対策を講じるための備品購入費２，６４７万５，０００

円を計上します。 

 教育費では、小学校管理運営費及び中学校管理運営費において特別支援教室の設置費用

として２，６３０万６，０００円を、なかよし交流館管理運営費について、障がいのある

方が主体的に運動、スポーツに取り組めるよう、スポーツ用具の購入費用として１６２万

３，０００円を計上します。 

 次に、歳入の主なものについてご説明申し上げます。 

 地方交付税については、普通交付税の算定結果に基づいて、２億７７０万２，０００円

を増額します。 

 分担金及び負担金については、コロナ禍の物価高騰により家計に影響を受けている子育

て世帯の負担軽減を図るため、学校給食の無償化事業の実施に伴う保護者負担金１億１，

０４３万６，０００円を減額します。 

 国庫支出金については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１億８，９

３３万９，０００円を増額します。 
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 県支出金については、農業用燃油等高騰対策緊急支援事業費補助金１，８９３万３，０

００円を計上します。 

 寄附金については、ふるさと納税によるまちづくり寄附金６億円を増額します。 

 繰入金については、令和３年度の特別会計への繰出金額の確定により、精算額として国

民健康保険事業特別会計から２６８万７，０００円、介護保険事業特別会計から１億６４

５万８，０００円、後期高齢者医療保険事業特別会計から１０７万９，０００円の繰入れ

を追加します。 

 市債については、普通交付税の算定結果に基づき臨時財政対策債の発行額について、６，

６４０万７，０００円を減額します。 

 繰越金では、今回の補正に係る収支調整額として６億７，６９０万３，０００円を増額

します。 

 次に、議第８０号令和３年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、歳入歳出予算それぞれに８，３０４万１，０００円を追加するものです。 

 補正の主な内容としましては、歳入では、県補助金の保険給付費等交付金交付を５１万

１，０００円、制度改正に伴うシステム改修費の財政支援として特別調整交付金を４９万

５，０００円、令和３年度の決算剰余金のうち、５，６５２万円を追加するほか、令和３

年度滋賀県国保保険給付費等交付金の精算に伴う国保連合会からの返還金として２，４３

６万７，０００円を追加するものです。 

 歳出では、制度改正に伴うシステム改修費として４９万５，０００円、令和元年度から

令和３年度までの滋賀県国保保険給付費等精算に伴う普通交付金返還金３，５９８万３，

０００円、令和３年度決算剰余金のうち、４，２００万円を国民健康保険事業財政調整基

金に積み立てるものです。 

 次に、議第８１号令和３年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、歳入歳出予算それぞれに１，６９６万２，０００円を追加するものです。 

 主な補正の内容としましては、令和３年度の出納整理期間中に収入いたしました保険料

について、後期高齢者医療広域連合納付金で令和４年度納付金を１，５８８万３，０００

円追加するとともに、令和３年度一般会計から繰り入れた人件費等を実績に基づき精算す

るため、一般会計繰出金を１０７万９，０００円追加するものです。 

 次に、議第８２号令和４年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、歳入歳出予算それぞれに３億４，４８２万５，０００円を増額するものです。 
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 主な内容としましては、歳入では、令和３年度低所得者保険料軽減負担金の実績に伴う

繰入金１９２万６，０００円を増額するほか、繰越金において、令和３年度決算剰余金３

億４，２８９万９，０００円を増額しようとするものです。 

 歳出では、令和３年度の介護給付費・地域支援事業費の確定に伴い、国、県及び社会保

険診療報酬支払基金に対し超過交付分を返還するため、諸支出金において、返還金３，８

６９万円を増額し、一般会計への繰出金を１億６４５万８，０００円増額しようとするも

のです。また、基金積立金において、繰越金を介護給付費準備基金積立金へ積み立てるた

め、１億９，９６７万７，０００円を増額しようとするものです。 

 次に、議第８３号令和４年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、歳入歳出予算それぞれに２８７万３，０００円を増額するものです。 

 主な補正の内容としましては、令和３年度の決算剰余金の確定に伴い、繰越金として２

８７万３，０００円を増額し、歳出として墓地公園整備基金積立金を増額するものです。 

 次に、議第８４号令和４年度工業団地等整備事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、歳入歳出予算それぞれから１７１万４，０００円を減額するものです。 

 主な補正の内容としましては、地域開発事業借換債の新規発行に係る限度額を変更する

もので、歳出について、前年度の地域開発事業借換債利子が確定したことに伴い、長期債

利子を減額し、歳入について、市債を相当額減額するものです。 

 次に、議第８５号令和４年度野洲市病院事業会計補正予算（第３号）につきましては、

新型コロナ対応に係る予算を計上するとともに、現施設の修繕、改修工事に係る予算を計

上するものです。 

 主な内容は、収益的収入で、新型コロナ入院病床確保補助金２億８，２１５万４，００

０円を計上し、収益的支出で現施設の修繕費４，０００万円を増額します。 

 また、資本的支出では、現施設の空調設備改修設計委託料として１，０００万円、高圧

受電設備改修工事費として１，６５０万円を計上し、これらに対する一般会計からの出資

金１，３２５万円を資本的収入に計上します。 

 加えて、資本的支出に、県からの要請を受けて今後予定している新型コロナ透析患者の

受入れの際に必要となる機器備品購入費を４，０００万円計上し、この財源として資本的

収入で県補助金３，０００万円と企業債１，０００万円を計上します。 

 なお、高圧受電設備改修工事については、令和５年度までの債務負担行為予算を併せて

提案するものです。 
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 以上、議第７９号から議第８０号までの各会計補正予算の提案説明とさせていただきま

す。 

 次に、議第８６号野洲市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

ご説明申し上げます。 

 本議案は、令和３年８月の人事院による公務員人事管理に関する報告等の中で示された

妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のために講じる措置として、非常勤職員の育児休業

の取得要件の緩和や規則の柔軟化、また育児休業の取得回数の制限の緩和に関し、国家公

務員に対し講じられる措置との権衡を踏まえ、所要の改正を行うものです。 

 なお、本条例は令和４年１０月１日から施行します。 

 次に、議第８７号野洲市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の一部を改正する条

例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、７０歳から７４歳までのひとり暮らし高齢寡婦の対象者に関する規定を分か

りやすい規定となるよう見直すこと、また法改正により医療機関等の窓口における高齢者

の自己負担割合に新たな区分が追加されたことに対応するため、所要の改正を行うもので

す。 

 なお、本条例は公布の日から施行します。 

 次に、議第８８号野洲市老人福祉医療費助成条例の一部を改正する条例についてご説明

申し上げます。 

 本議案は、７０歳から７４歳までの低所得老人等の対象者に関する規定を分かりやすい

規定となるよう見直すこと、また法改正により医療機関等の窓口における高齢者の自己負

担割合に新たな区分が追加されたことに対応するため、所要の改正を行うものです。 

 なお、本条例は令和４年１０月１日から施行します。 

 次に、議第８９号野洲市景観条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本議案は、良好な景観の形成を図るため、地上に設置される太陽光発電設備で、一定規

模以上の新設等の行為を届け出の対象に追加するため、所要の改正を行うものです。 

 なお、本条例は令和５年１月１日から施行します。 

 次に、議第９０号工事請負契約について（市営住宅永原第２団地４号棟新築（建築主体）

工事）についてご説明申し上げます。 

 永原第２団地４号棟は昭和４８年に建築され、建築から約４８年余りが経過し、老朽化

が進んでいるため、野洲市営住宅長寿命化計画では永原第２団地４号棟を建て替えが必要
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な住宅として位置づけており、令和３年度に解体工事、令和４年度、５年度に新築工事を

行うこととしています。 

 このことから、新たに永原第２団地４号棟の住宅を整備するため、去る８月５日に執行

した一般競争入札の結果、請負金額４億９，０６０万円、請負者を株式会社フジサワ建設

代表取締役、藤澤正幸と定め、工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項

第５号及び野洲市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条

の規定に基づき、議決を求めるものです。 

 次に、議第９１号令和３年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説

明申し上げます。 

 本議案は、令和３年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金２億６，７８６万２，５５

０円のうち、５，０００万円を更新事業の財源に充てるため建設改良積立金に積み立て、

建設改良費に使用した７，３１２万６，４７２円を資本金に組み入れることについて、地

方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

 次に、議第９２号令和３年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分についてご

説明申し上げます。 

 本議案は、令和３年度野洲市下水道事業会計未処分利益剰余金３億９，５９１万８，７

６２円のうち、２億円を企業債償還の財源に充てるため減債積立金に積み立て、企業債償

還のため使用した１億円を資本金に組み入れることについて、地方公営企業法第３２条第

２項の規定に基づき、議決を求めるものです。 

 次に、議第９３号令和３年度野洲市病院事業会計未処分利益剰余金の処分についてご説

明申し上げます。 

 本議案は、令和３年度野洲市病院事業会計未処分利益剰余金１６億５，６５２万１，８

４７円のうち、３億円を企業債償還に充てるため減債積立金に、３億円を将来の欠損に備

えるため利益積立金に、２億３，０００万円を建設改良費等の財源に充てるため建設改良

積立金に積み立てることについて、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会

の議決を求めるものです。 

 以上、提案理由とさせていただきます。 

○議長（荒川泰宏君） 市長。 

○市長（栢木 進君） ただいま提案理由の説明をさせていただきましたところで、３か

所修正させていただく箇所がございますので、修正させていただきます。 
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 まず、議第６９号で申し上げました、決算総額としては前年度比で約３８億１，５５６

万円の減額となりましたというところを増額というふうに申し上げてしまいました。減額

の訂正でございます。 

 それと議第８０号でございますが、令和３年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）というところは令和４年度でございます。令和３年度ではなく、令和４年度

でございます。 

 同じく議第８１号におきましても、令和３年度と申し上げましたが、令和４年度の間違

いでございます。修正させていただきます。大変失礼いたしました。 

○議長（荒川泰宏君） 次に、議第６９号から議第７８号までの決算認定について、代表

監査委員の久松信治氏より、審査結果の報告を求めます。 

 久松監査委員。 

○代表監査委員（久松信治君） 議員の皆様、おはようございます。代表監査委員の久松

ございます。 

 それでは、令和３年度野洲市一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算審査の概

要につきまして、ご報告いたします。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に基づき、審査に付されまし

た令和３年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況について、その内

容を詳細に審査しましたところ、決算並びに附属書類とも、関係法令に準拠して作成され

ており、その計数は正確であり、いずれも予算に基づき、適正に執行されたものと認めら

れました。 

 一般会計では、市税において法人市民税が減少したものの、事業者の投資が堅調であっ

たことから固定資産税で約１億３，０００万円の増収となり、市税全体では前年度に比べ

約１，３００万円の増収となったこともあり、財政調整基金からの取り崩しも最小限に留

められ、健全な財政運営に努められました。 

 その結果、一般会計を含め、全ての特別会計において実質収支は黒字決算となっており、

順調な決算と言えます。 

 なお、財政構造の弾力性を示す経常収支比率では、前年度から２．１ポイントの減少、

９１．４％となっていますが、交付税の一時的増額により改善されたもので、引き続き財

政運営の硬直化や将来の財政負担に留意すべきものと考えられ、行財政改革の取り組みを

継続的に進める必要があると考えます。 
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 こうしたことから、行財政運営にあたっては、多様化する市民ニーズを的確に捉え、事

業の必要性、費用対効果を総合的に判断し、財源の確保と適切な予算執行により、一層の

経費削減に努められ、市民が安心して安全に暮らせるまちづくりの実現に向け努力される

ことを期待しています。 

 次に、地方公営企業法の規定に基づき、審査に付されました水道事業会計、下水道事業

会計及び病院事業会計の決算並びに附属書類の内容を審査しました結果につきまして、と

もに関係法令に準拠して作成されており、当年度の経営成績及び財政状況は適正と認めま

した。 

 水道事業会計では、収益を上げるために、特に有収率の向上を図ることが重要なことか

ら、今後も漏水調査と対策を講じながら、計画的に老朽管の更新事業を進められるととも

に、常に企業としての経済性を認識し、更なる経費の節減と収益の確保に努め、効率的な

事業運営を発揮し、市民に安心・安全・安定した水の供給に努められることを期待します。 

 下水道事業会計においては、不明水対策に積極的に努めるとともに、費用面で、管渠の

長寿命化事業整備に多額の経費が見込まれるうえ、企業債の多額の償還が残っているなど、

今後とも経費の節減と収益の確保に努め、効率的な事業運営を推進し、徹底した経営基盤

の強化に取り組まれることを期待します。 

 病院事業会計においては、営業面で約１３億３，１００万円の純利益となり、病院運営

の効率性を示す病床稼働率については、新型コロナ関連病床を除き８１．７％となり、目

標とする８０％を達成されました。 

 委託事業では、「野洲市民病院整備基本構想・基本計画書（案）」の作成が進められまし

たが、契約上の整備場所が変更されたことにより、当初の目的を外れ、成案には至りませ

んでした。より計画的に慎重かつ丁寧に進められるべきであったと考えます。 

 市民病院建設事業は本市の最重要課題であり、今後、市民の期待する病院建設に向けて、

丁寧かつ合理的な説明のもと、早期実現に向けた取り組みが必要と考えます。また、新型

コロナウイルス感染症対策等、病院を取り巻く環境はめまぐるしく変化していく中、今後

の病院事業の運営に当たっては、これら変化に柔軟に対応すべく、弾力的かつ効果的・効

率的な経営を進められ、市民の地域医療を担う中核的医療拠点として市立野洲病院が運営

されることを願うものです。 

 最後に、８月４日に実施しました令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足

比率の審査結果について報告させていただきます。 
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 結論から申し上げますと、いずれも早期健全化基準、経営健全化基準を満たしており、

特に指摘すべき事項はありませんでした。 

 健全化判断比率では、実質赤字比率及び連結実質赤字比率において、全会計とも収支は

黒字となっており、比率としては表れませんでした。 

 実質公債費比率は８．３％で、昨年度の８．５％より０．２ポイント減少し、早期健全

化基準の２５％を下回っており、可としました。 

 将来負担比率は、５０．５％で、昨年度の６６．３％から１５．８ポイント減少すると

ともに、早期健全化基準の３５０％を大きく下回っており、可としました。 

 また、資金不足比率につきましては、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計及

び工業団地等整備事業特別会計とも資金不足は発生しておらず、可と認められました。 

 以上、令和３年度野洲市一般会計・各特別会計及び公営企業会計決算並びに健全化判断

比率及び資金不足比率の審査結果の意見とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、お手元の「令和３年度野洲市一般会計・各特別会計及び基

金運用状況並びに公営企業会計決算審査意見書並びに健全化判断比率及び資金不足比率審

査意見書」に記載をしておりますので、後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 以上、よろしくお願いします。 

 （日程第４） 

○議長（荒川泰宏君） 日程第４、決算特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたし

ます。 

 お諮りいたします。 

 議第６９号から議第７８号までの議案の審査等を行うため、委員会条例第６条の規定に

より、１６人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置いたしたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（荒川泰宏君） ご異議なしと認めます。よって、議第６９号から議第７８号まで

の議案の審査等を行うため、１６人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置するこ

とに決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議会選出監査委員及び本職を除く１６人の議員を指名いたしたいと思
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いますが、これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（荒川泰宏君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました議会

選出監査委員及び本職を除く１６人の議員を決算特別委員会の委員に選任することに決し

ました。 

 暫時休憩いたします。これより、決算特別委員会を開催し、委員長の互選を行っていた

だきます。再開時刻は追って連絡いたします。 

            （午前 ９時５０分 休憩） 

            （午前１０時３０分 再開） 

○議長（荒川泰宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 休憩中に決算特別委員会が開催され、正副委員長の互選が行われ、結果について報告が

ありましたので、本職より報告いたします。 

 決算特別委員会委員長に第１３番、鈴木市朗議員、副委員長に第１５番、橋俊明議員、

以上のとおり互選されましたので、報告いたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明８月３１日から９月５日までの６日間は、議案調査のため休会といたしたいと思いま

す。これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（荒川泰宏君） ご異議なしと認めます。明８月３１日から９月５日までの６日間

は休会することに決定いたしました。 

 なお、念のため申し上げます。来る９月６日は午前９時から本会議を再開し、議案質疑、

一般質問等を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。（午前１０時３１分 散会） 
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